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あらまし：プレゼンテーションにおいて，特定のコンテンツに対する意図を強調するようなジェスチャは，

聴衆者の理解を促すのに有効である．強調したいコンテンツはしばしばスライド中のアニメーションで表

現されることがあるため，本研究ではコンテンツの意図に応じたジェスチャでアニメーションを開始でき

るプレゼンテーションシステムを構築してきた．本稿では，構築したシステムのプレゼンテーションに対

する有効性を，意図の伝達と自然さの側面から評価する． 
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1. 背景・目的 
プレゼンテーションでは，要点を簡潔にまとめた

スライドに加えて，口頭で内容の説明をする．口頭

説明ではスライドの内容を補足するだけではなく，

声のトーンやジェスチャなどを用いて内容を強調し

たり意図を伝えやすくしたりする．このうちジェス

チャは，内容に対する意図を伝えるための身振り手

振りであり，伝えたい意図をジェスチャを用いて表

現することは聴衆の理解を促進する．しかし，スラ

イド中の内容や強調したい意図と合わないジェスチ

ャをした場合，正確に内容が伝わらなかったり誤っ

た理解を与えたりする． 
プレゼンテーションの文脈で，ジェスチャそのも

のを支援の対象としている研究は，筆者らの知る限

り存在しない．ジェスチャを含んだプレゼンテーシ

ョンのリハーサルを支援する研究は存在する［1］が，

ジェスチャに焦点があてられているわけではない．  
我々の研究グループでは，プレゼンテーションに

ジェスチャ認識を導入し，意図が伝わるようなジェ

スチャができるような支援システムを構築してきた

[2]．スライドでアニメーションが付与されているオ

ブジェクトには発表者の強い意図があるという仮定

のもと，本システムは，アニメーションがつけられ

たオブジェクトに対し，発表者があらかじめ設定し

た意図に対応したジェスチャをすることによってア

ニメーションが開始する仕組みを有している．しか

し，本システムを用いることによって，意図の伝達

はできるようになるが，全体的な流れが不自然にな

る可能性が示唆された．そこで，本稿では，システ

ムを用いないプレゼンテーションと用いたプレゼン

テーションを，自然／不自然さの観点から評価した

上で，聴衆者が自然と感じるプレゼンテーションの

性質を明らかにする． 
2. ジェスチャ操作に基づいたプレゼンテー

ション支援システム 
図 1 に我々の構築したプレゼンテーション支援シ

ステムの枠組みを示す．本システムは，Microsoft 社

の PowerPoint のバージョン 2013 以前で作成したプ

レゼンテーションファイルに，アニメーションの対

象となっているオブジェクトに対して意図が付与さ

れた形式のものを入力とする．プレゼンテーション

データ解析部では，入力されたプレゼンテーション

ファイルの内容を解析し，アニメーションの付与さ

れているオブジェクトやアニメーションの開始順，

オブジェクトの意図を解析し，プレゼンテーション

データとして格納する．スライドショーが開始され

ると，プレゼンテーション制御部ではプレゼンテー

ションデータに基づいてアニメーションの開始や終

了を制御する．一方，ジェスチャ認識部では

Microsoft 社の Kinect v2 を用いて取得されたモーシ

ョンキャプチャデータを解析し，発表者がアニメー

ションの対象のオブジェクトの意図を表すジェスチ

ャをした場合にプレゼンテーション制御部を介して

アニメーションを開始する．図 2 に，実際にプレゼ

ンテーションを行っている様子を示す． 
現時点でシステムが対象としている意図は，「強調」

と「時間の流れ」である．システムはあらかじめ個々

の意図に対応するジェスチャを定義している．「強調」

を表すジェスチャはスライドのオブジェクトを指す

ジェスチャであり，腕を上にふりかぶってあげてか

らスライドの方に伸ばす動作と定義している．「時間

の流れ」を表すジェスチャは両手をそろえて右から

左へ移動させるジェスチャであり，両手が腰より上

の位置で右・正面・左の順番に動く動作としている． 
3. 評価実験 
提案したシステムを用いたプレゼンテーションを，

意図の伝達と，自然さの観点から評価した．理系の

学部生 4 名 (プレゼンタ：A-D) に，自身の研究に関

するスライド 4 枚を用いて，システムを用いたプレ

ゼンテーションと用いないプレゼンテーションをそ

れぞれ行ってもらった．4 枚のスライドはすべて 1
か所ずつアニメーションをするオブジェクトが存在

するようになっており，そのうち「強調」と「時間

の流れ」が 1 つずつ割り当てられている．これらの 
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図 1 システムの枠組み 

 
図 2 プレゼンテーションの様子 

意図がついた個所に関して，システムを用いたプレ

ゼンテーションではジェスチャを用いて操作するよ

うにしてもらった．システムを用いないプレゼンテ

ーションでは，ジェスチャに関しては特に制約は設

けなかった．プレゼンテーションの様子はビデオで

撮影した． 
次に，プレゼンテーションを行った学生とは異な

る理系の学部生 6 名（聴衆者：a-f ）に，プレゼン

タのビデオを音声なしで閲覧してもらい，どちらの

プレゼンテーションが自然であったかを，1 つ目，2
つ目，両方，両方とも不自然，から選択してもらっ

た．また，「強調」と「時間の流れ」それぞれの意図

があると感じたスライドに印をつけてもらった．シ

ステムを用いたプレゼンテーションと用いないプレ

ゼンテーションのどちらのビデオを先に見るかは，

著者がランダムに決定した． 
表 1, 2 にプレゼンタの意図を正しく把握できた聴

衆者の人数を，表 3 に個々のプレゼンテーションを

自然であったと回答した聴衆者の人数を示す．表 1, 
2 より，システムを用いることで，意図を把握しや

すいジェスチャができるようになっていたことがわ

かる．しかし，表 3 より，システムを用いたプレゼ

ンテーションは不自然であったという結果が得られ

た．聴衆者に不自然だと感じた理由を聞いたところ，

「ジェスチャを意識的に行っているため，動作が大

きく不自然になっている」という趣旨の意見が多く

得られた． 
さらに，自然だと感じる／感じないジェスチャに

関して調査するため，表 3 のシステムなしのプレゼ

ンテーションに関する結果の差に着目した．個々の

プレゼンタのジェスチャを分析したところ，プレゼ

ンタAとDは意図がある箇所以外にも頻繁にスクリ

ーンを指示するようなジェスチャをしており，B と

C は意図のある箇所のみに対して最低限の動作しか

していなかった．また，A, B, C は比較的動作がゆっ

くりで小さめであったが，D は速くて大きかった．

表 3 より，システムがない場合にも D のプレゼンテ

ーションが自然でないと判断した聴衆者が多かった

ことから，自然と不自然の感覚は，ジェスチャの頻

度ではなく，速度や大きさに関係があると考えられ

る．また，システムに定義されたジェスチャは，プ

レゼンタが普段行っているジェスチャと比較すると

動作の大きなものばかりであった．したがって，A, B, 
C はシステムのジェスチャをすることで，プレゼン

テーション全体が不自然になったと言える． 
表 1 「強調」意図を認識できた聴衆者数 
 プレゼンタ 

A B C D 
システムあり 4 4 4 3 
システムなし 3 0 3 3 
 
表 2 「時間の流れ」意図を認識できた聴衆者数 
 プレゼンタ 

A B C D 
システムあり 5 4 4 5 
システムなし 4 4 3 2 
表 3  プレゼンテーションが自然であったと回答し

た聴衆者数 
 プレゼンタ 

A B C D 
システムあり 1 1 1 0 
システムなし 5 4 6 3 
4. おわりに 

本研究では，発表者がオブジェクトの意図を表す

ジェスチャをすることで，アニメーションが開始さ

れるプレゼンテーションシステムを構築した．本シ

ステムを用いた評価実験より，システムで定義され

たジェスチャが大げさであったため，プレゼンテー

ション全体が不自然に見えるという結果が得られた．

今後は，システムに定義するジェスチャを，より自

然なものにするように改良していきたい． 
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